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★　

電
友
会
「
第
２
回
全
国
女
性
の
会
」
の

　
　

開
催
に
つ
い
て

　

全
国
の
女
性
会
員
が
東
京
品
川
ツ
イ
ン
ズ
ビ
ル
に

結
集
し
、
全
国
各
地
の
物
産
展
の
開
設
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
、
及
び
ブ
ロ
グ
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

四
国
か
ら
は
井
ノ
口
理
事
、
長
井
愛
媛
副
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
年
内
に

四
国
初
め
て
の
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

⒈　

日　

時　
　

平
成
27
年
8
月
27
日
㈭
～
８
月
28

日
㈮

⒉　

場　

所　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
品
川
ツ
イ
ン
ズ
ビ
ル

⒊　

出
席
者　
　

◦
本
部　

鈴
木
会
長
、
事
務
局
４

名

　
　
　
　
　
　
　

◦
各
地
方
本
部　

24
名

☆　

愛
媛
電
友
会
「
ヨ
ガ
愛
好
会
」
が
電
友
会
本
部

　
　

 

「
会
員
の
皆
さ
ん
へ
」
に
掲
載
さ
れ
る

　

愛
媛
電
友
会
の
「
ヨ
ガ
愛
好
会
」
は
平
成
25
年
４

月
に
全
国
初
の
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
会
員
は
電
友
会
会
員
の
み
な
ら
ず
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
各
社
員
も
多
く
参
加
し
、
毎
週
活
動
し
て

い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
と
現
役
社
員
と
の
交
流
サ
ー
ク
ル
が

珍
し
い
と
、
今
回
同
封
の
「
会
員
の
皆
さ
ん
へ
」
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ヨ
ガ
は
血
液
と
リ
ン
パ
の
流
れ
を
良
く
し
、
身
体

を
し
な
や
か
に
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
会

員
の
声
と
し
て
、
肩
凝
り
や
腰
痛
の
改
善
に
も
効
果

が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
も
良
い
そ

う
で
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
愛
媛
電
友
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

愛
好
会
で
は
、
ヨ
ガ
と
同
様
体
に
良
い
ゆ
っ
く
り

と
し
た
運
動
と
し
て
有
志
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
次
の
通

り
で
す
。

　

・
Ｈ
26
・
５　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
「
遍
路

ウ
ォ
ー
ク
」

　

・
Ｈ
27
・
５　
「
来
島
海
峡
し
ま
な
み
ウ
ォ
ー
ク
」

　

・
Ｈ
27
・
８　

興
居
島
伊
予
小
富
士
登
山
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

お
知
ら
せ

支
部
だ
よ
り

《全国から出席の皆さん》

《来島海峡しまなみウォークの参加者（女性がヨガ講師です）》
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・
Ｈ
27
・
９　

大
洲
い
も
た
き
ウ
ォ
ー
ク

　

一
汗
か
い
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
の
懇
親
会
の
飲

み
食
い
は
最
高
で
す
。

☆　

香
南
市
野
市
あ
じ
さ
い
街
道
の
剪
定
を
実
施

　

高
知
電
友
会
会
員
の
横
田
博
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

お
世
話
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
て
、
す

っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
「
香
南
市
野
市
ア
ジ
サ
イ
街

道
」
の
花
後
の
剪
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
７
月
11
日
㈯

に
初
参
加
２
名
を
含
む
21
名
（
内
女
性
５
名
）
が
参

加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

異
常
気
象
を
象
徴
す
る
よ
う
な
今
年
の
長
雨
で
作

業
が
で
き
る
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
何
と

か
雨
も
上
が
り
、
午
前
８
時
、
横
田
博
さ
ん
か
ら
作

業
に
対
す
る
留
意
事
項
（
蜂
に
刺
さ
れ
な
よ
等
）
の

説
明
を
受
け
、
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

幸
い
雨
は
降
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
気
温
30
℃
・

湿
度
80
％
と
、
ち
ょ
っ
と
過
酷
な
条
件
の
中
、
約
３

時
間
半
か
け
て
予
定
の
作
業
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
例
年
活
躍
頂
い
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
勢
数
名

が
家
事
等
の
都
合
で
参
加
で
き
ず
、
少
し
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。

　

作
業
後
は
、
涼
し
い
川
風
が
吹
き
抜
け
る
、
物
部

川
に
か
か
る
戸
板
島
橋
の
下
で
、
楽
し
い
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
。
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

　

横
田
さ
ん
か
ら
、「
毎
年
ご
協
力
い
た
だ
き
本
当

に
有
難
い
。
来
年
も
き
っ
と
き
れ
い
な
花
が
咲
く
事

で
し
よ
う
」
と
の
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
参
加
者
は

「
来
年
も
元
気
で
ま
た
来
る
ぜ
よ
」
と
約
束
し
、三
々

五
々
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

参
加
の
皆
さ
ま
暑
い
中
、
事
故
も
な
く
（
約
１
名

ハ
ラ
が
減
っ
て
道
路
で
寝
て
た
人
が
い
ま
し
た
が

…
。）
無
事
作
業
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

足
達
裕
昭　

記)

（
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
へ
の
お
願
い
）

　

こ
の
作
業
は
参
加
者
が
多
い
ほ
ど
助
か
り
ま
す
。

来
年
の
「
ア
ジ
サ
イ
剪
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ

高
知
Ｏ
Ｂ
会
」
事
務
局
（
高
知
電
友
会
内
）
ま
で
、

是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
℡
０
８
８-

８
０
４-

０

５
６
６

《高温多湿の中作業される皆さん》

《花後の剪定ボランティアに参加の皆さん》
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☆　
「
第
6
回
愛
媛
電
友
会 

趣
味
の
作
品
展
」
の

　
　

開
催

　

愛
媛
電
友
会
で
は
９
月
22
日
か
ら
９
月
27
日
の

間
、『
第
６
回
趣
味
の
作
品
展
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
平
成
17
年
か
ら
会
員
相
互
の
親
睦

と
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
２
年
毎
に
開
催
し
、

本
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
の
開
催
は
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
で
も
あ
り
来
場
者
数
が
減
少
す
る

の
で
は
と
心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
前
回
開
催
時

（
平
成
25
年
）
の
８
０
０
名
を
上
回
る
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
愛
媛
支
店
の
三
ッ
矢

支
店
長
様
を
は
じ
め
協
賛
を
頂
い
た
グ
ル
ー
プ
各
社

様
か
ら
沢
山
の
見
学
を
頂
く
こ
と
が
出
来
、
出
展
者

は
も
と
よ
り
事
務
局
も
大
変
感
謝
し
て
い
る
次
第
で

す
。

　

出
展
作
品
は
、
全
部
で
２
０
２
作
品
／
１
２
１
名

で
、
そ
の
内
訳
は
絵
画
（
洋
画
・
日
本
画
・
版
画
・

切
り
絵
）
で
54
点
／
29
名
、
書
道
で
20
点
／
20
名
、

写
真
で
45
点
／
22
名
、
絵
手
紙
で
19
点
／
12
名
、
陶

工
芸
で
23
点
／
16
名
、
手
芸
で
33
点
／
16
名
、
水
石

で
８
点
／
６
名
で
し
た
。

　

ま
た
、会
場
で
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
、

懐
か
し
い
思
い
出
や
作
品
の
苦
労
話
に
花
を
咲
か
せ

る
等
、
開
催
の
目
的
に
即
し
た
展
示
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
作
品
を
出
展
し
て
頂
い
た
方
々
、
実
行
委

員
と
し
て
準
備
か
ら
開
催
期
間
中
の
運
営
に
携
わ
っ

て
頂
い
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
次
回
の
開

催
に
向
け
沢
山
の
方
々
が
個
々
の
趣
味
に
精
進
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
、
第
６
回
作
品
展
の
報
告
と
し
ま

す
。

《愛媛県美術館壁面に掲出看板》

《閉会挨拶模様》

《作品の前で（左）小田電友会地方本　
部長（右） 三ッ矢NTT愛媛支店長》
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10　　　月 11　　　月 12　　　月 第４四半期

愛 　 媛
・親睦ゴルフ大会
　（10/30）
　〈北条ＣＣ〉

－
・環境クリーン作戦in

道後
・事務局長会議（２月）
・会報編集委員会（２

月）

香 　 川
・第2回趣味の作品展
　(10/27 ～ 10/29)
　〈ｅ－とぴあかがわ〉

－ －
・事務局長会議（２月）
・会報編集委員会（２

月）

徳 　 島 －
・日帰り旅行
　高知赤岡町
　（11/12）

－
・趣味の作品展
　郷土文化会館
　（3/18～ 3/20）

高 　 知 － －
・事務局長会議（２月）
・会報編集委員会（２

月）

<イベント情報>
■電友会イベント

10　　　月 11　　　月 12　　　月 第３四半期

愛 　 媛

・松山秋まつり
　（10/5 ～ 10/7）
・西条まつり
　（10/10 ～）
・新居浜太鼓台まつり
　（10/16 ～）
・瀬戸内しまなみサイ

クリング大会
　（10/25）

・大洲白滝滝まつり
　（11月第３日曜日）

・伊予市双海町
　水仙花まつり

香 　 川

・県展80周年記念展
(10/10 ～ 11/29)

　〈香川県立ミュージ
アム〉

・玉藻公園開園60周
年記念イベント

　(10/1 ～ 11/15)
　〈玉藻公園〉

・第５回満濃池・こん
ぴらしあわせツーデ
ーウォーク

　(12/5 ～ 6)
　〈国営さぬき満濃公

園〉
・高松メディアアート

展(12/18 ～ 27)
　〈玉藻公園〉

－

徳 　 島

・アニメの祭典「マチ
★アソビ」

　Vol.14＆ 国 際 ア ニ
メ映画祭（徳島市）

　（10/10～10/１２）
・祖谷平家まつり月間
（三好市）

　１０月中
・徳島ビジネスチャレ

ンジメッセ(徳島市）
　（10/29 ～ 10/31）
・鴨島大菊人形展
　（吉野川市）
　（10/23 ～ 11/15）
・剣山もみじ祭り
　（三好市）
　（10/1 ～ 10/31）

・ふるさとカーニバル
　阿波の狸まつり
　（徳島市）
　（11/1 ～ 11/3）
・大谷焼釜まつり
　（鳴門市）
　（１1/14～11/15）
・犬飼農村舞台公演
　（徳島市）
　11/3
・妖怪まつり（三好市）
　11/22

・ Ｈ27Ｌ Ｅ Ｄ 王 国・
徳島

　光の88か所めぐり
　（徳島市他）
　12月中旬～１月中

旬予定
・池田の冬のオブジェ
　（三好市）12/5
・漁師の市（美波町）
　12/30
・薬王寺除夜の鐘
　（美波町）
　12/31

・１月
　大山寺の力餅
　（上板町）
・２月
　ビッグひな祭り
　（勝浦町）
　２月～４月
・３月
　春の渦まつり
　（鳴門市）
　３月～４月

■地域イベント
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☆
　
絵
は
、
私
の
生
き
が
い
。（
徳
島
）

　
　

住
友　

政
雄
さ
ん
（
吉
野
川
市
）

　

そ
の
人
の
ア
ト
リ
エ
に
は
、
数
十
枚
の
油
絵
が
整

然
と
並
ん
で
い
た
。
な
か
で
も
目
を
ひ
い
た
の
が
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
力
感
溢
れ
る
“
巨
木
”
を
描
い
た

１
枚
の
絵
だ
っ
た
・
・
・
。

　

今
回
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
取
り
上
げ
る
人
は
、
今

だ
に
油
絵
の
制
作
に
打
ち
込
ん
で
い
る
住
友
政
雄
さ

ん
。

　

取
材
し
た
日
は
、
７
月
29
日
㈬
。
気
温
は
30
度
を

超
え
た
暑
い
日
だ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
か
ら
阿
波
山

川
駅
へ
。
車
で
迎
え
に
来
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
略
歴
か
ら
。
昭
和
11
年
７
月
21
日
、
吉
野
川

市
美
郷
倉
羅
に
生
ま
れ
る
。
79
才
。
現
在
は
、
同
市

山
川
町
に
住
ん
で
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
の
経
歴
は
、
昭
和
54
年
７
月
20
日
、
美

郷
郵
便
局
か
ら
脇
町
電
報
電
話
局
機
械
課
へ
配
属
さ

れ
た
。
43
才
の
時
だ
っ
た
。「
郵
便
局
か
ら
全
く
の

畑
違
い
の
機
械
課
に
入
り
ま
し
た
。
脇
町
局
で
は
営

業
や
庶
務
な
ど
に
は
す
で
に
席
が
無
く
、
機
械
課
だ

け
が
空
い
て
い
た
だ
け
で
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返

高 　 知

・高知家・まるごと東
部博～

　12/23室戸市etc
・魚梁瀬森林鉄道ジオ

ラマ展
　～ 12/23北 川 村 モ

ネの庭
・四万十川ウルトラマ

ラソン
　10/18四万十市・四

万十町
・津野山神楽
　10/30
　梼原町三嶋神社

・四万十源流ウォーキ
ング

　11/8 津野町船戸
・大川村謝肉祭
　11/3
　大川村白滝の里
・龍馬ゆかりの地ツー

デーウォーク
　11/7 ～ 8 高知市内
・龍馬生誕記念各種イ

ベント 11/14 ～ 15
　高知市内
・津野山古式神楽
　11/15・16・19
　津野町東津野地区の

各地
・中岡慎太郎墓前祭
　11/17 北川村
・みどりの王国芸西フ

ェスタ 11/21 ～ 22
　芸西村憩ケ丘運動公

園
・一條神社大祭
　11/22 ～ 24
　四万十市
・カシオワールドオープン
　11/26 ～ 29
　芸西村黒潮ＣＣ

・文化講演会及び忘年
会

・光のフエスタinモネ
の庭

　12/4 ～ 25の 金 土
日など北川村モネの
庭

・高知家まるごと東部
博クロージングイベ
ント

　12/23 田野町ふれ
あいセンター

・高知龍馬マラソン
2016

　2/14高知市

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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る
。
し
か
し
部
門
は
ど
う
で
あ
れ
何
ん
で
も
積
極
的

に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
空
調
や
電
力
設

備
の
修
理
を
し
た
り
、
地
元
穴
吹
町
主
催
の
「
い
か

だ
レ
ー
ス
」
に
参
加
し
、電
話
局
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

　

60
年
代
は
、
子
供
の
時
か
ら
好
き
だ
っ
た
絵
の
特

技
を
生
か
し
て
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
販
売
促
進
用

に
多
く
の
看
板
を
描
い
た
こ
と
も
。

　

そ
れ
か
ら
、
同
64
年
１
月
、
徳
島
電
報
電
話
局
の

機
械
課
へ
転
勤
・
そ
し
て
、
平
成
9
年
３
月
に
退
職

し
た
。

　

さ
て
、
住
友
さ
ん
と
絵
と
の
出
会
い
は
、
昭
和
23

年
春
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
中な

か

枝え
だ

中
学
校
（
現
、
美

郷
中
学
校
）
１
年
生
の
時
だ
っ
た
。
赴
任
し
て
き
た

佐
光
昭
二
先
生
（
阿
波
市
出
身
）
に
め
ぐ
り
逢
っ
た

時
に
始
ま
る
。
以
来
３
年
生
ま
で
の
間
、
ず
っ
と
美

術
の
先
生
と
し
て
、
毎
日
放
課
後
に
絵
の
手
解
き
を

受
け
絵
を
描
き
続
け
た
。
絵
は
小
さ
い
頃
か
ら
好
き

だ
っ
た
が
、
佐
光
先
生
の
指
導
を
受
け
て
、
よ
り
一

層
拍
車
が
掛
か
っ
た
。

　
「
こ
ん
な
事
も
あ
り
ま
し
た
」
と
前
置
き
が
あ
り
、

全
国
の
色
々
な
児
童
画
展
で
特
選
を
続
け
て
受
賞
し

“
関
西
の
横
綱
”
と
も
て
は
や
さ
れ
、
天
狗
に
な
っ

た
時
期
も
あ
っ
た
。
時
代
は
終
戦
後
間
も
な
い
、
食

糧
・
物
資
難
の
真
っ
只
中
、「
絵
だ
け
で
は
飯
は
食

え
ん
。
そ
ん
な
賞
な
ど
何
の
価
値
も
な
い
」
と
、
た

く
さ
ん
あ
っ
た
賞
状
や
、
絵
の
具
さ
え
も
親
に
全
部

焼
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

絵
へ
の
思
い
入
れ
を
封
印
し
、
50
年
の
空
白
の
時

が
流
れ
た
。

　

再
び
絵
筆
を
と
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
の
平

成
14
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
町
内
の
絵
画
グ
ル
ー
プ
に

入
会
し
、
手
さ
ぐ
り
で
油
絵
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
い

立
っ
た
。
第
2
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
、何
人
か
の
先
生
に
指
導
を
仰
い
だ
が
、

な
か
で
も
鴨
島
町
在
住
で
油
絵
師
と
し
て
日
展
な
ど

に
常
時
入
賞
し
て
い
る
、
全
国
的
に
著
名
な
「
下し

も　

時と
き

次じ

郎ろ
う

秀ひ
で

臣お
み

」
氏
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
、と
語
る
。

　

取
材
し
た
時
点
で
住
友
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
た

の
は
「
第
44
回
絵
で
見
る
徳
島
展
」（
８
月
７
日
～

16
日
、
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）
に
出
展
す
る
作
品
で
あ

っ
た
。
筆
者
は
８
月
８
日
に
同
展
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、出
展
し
て
い
た
の
は
「
巨
木
の
貫
禄
」

「
剣
山
の
森
登
口
の
紅
葉
」「
過
疎
の
残
骸
」
の
３
点
。

甚
だ
僭
越
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
見
応
あ
る
力
作
で
し

た
。
特
に
「
巨
木
の
貫
禄
」
は
、
同
氏
の
ア
ト
リ
エ

で
最
も
目
を
引
い
た
作
品
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
同
様

の
印
象
深
か
っ
た
。

　

ま
た
、
来
年
３
月
に
予
定
し
て
い
る
「
第
３
回
徳

島
電
友
会
趣
味
の
作
品
展
」
へ
の
出
展
作
品
も
構
想

中
だ
と
か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
趣
味
の
作
品
展
」

は
、
平
成
24
年
３
月
に
徳
島
電
友
会
創
立
50
周
年
の

記
念
行
事
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
こ
の
時
の
提

《アトリエで制作中の住友さん》

《ダイナミックで力感溢れる「巨木の貫録」》
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案
者
の
一
人
が
住
友
さ
ん
だ
っ
た
。

　

住
友
さ
ん
が
絵
に
取
り
組
む
姿
勢
は
「
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
そ
れ
を
ず
っ
と
追
い
続
け
る
こ

と
で
す
」
今
は
“
巨
木
”
を
テ
ー
マ
に
選
ん
で
い
ま

す
。
と
言
う
。

　

最
後
に
、「
住
友
さ
ん
に
と
っ
て
︿
絵
﹀
と
は
？

と
の
問
い
に
、「
私
の
生
き
が
い
で
す
」と
キ
ッ
パ
リ
。

「
絵
と
い
う
夢
中
に
な
れ
る
も
の
が
あ
る
と
、
し
あ

わ
せ
に
な
り
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

（
編
集
委
員　
　

森
住　

斉
）

　

私
の
健
康
法　

　

田
中　

清
平
（
愛
媛
県
）

　

米
ぬ
か
に
は
、
ガ
ン
や
糖
尿
病
を
予
防
す
る
す
ご

い
力
が
あ
る
ん
で
す
。

　

玄
米
を
精
米
す
る
と
き
に
出
る
の
が
、
お
な
じ
み

の
米
ぬ
か
で
す
。
米
ぬ
か
は
、
各
種
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ

タ
ミ
ン
、
食
物
繊
維
、
油
脂
成
分
な
ど
が
豊
富
で
さ

ら
に
人
間
の
生
命
を
守
る
う
え
で
大
切
な
働
き
を
す

る
抗
酸
化
物
質
な
ど
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、米
ぬ
か
か
ら
抽
出
さ
れ
る
「
フ
ェ
ラ
ル
酸
」

は
、
近
年
、
日
本
人
に
急
増
し
て
い
る
大
腸
ガ
ン
の

予
防
効
果
が
あ
る
こ
と
が
「
国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
研

究
所
」
と
「
和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」
な
ど

と
の
共
同
研
究
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
糖
尿

病
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

で
は
、
米
ぬ
か
を
日
々
の
健
康
維
持
に
役
立
て
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
え
ば
、
ず
ば
り
食
べ

る
こ
と
で
す
。

　

後
段
、
米
ぬ
か
の
作
り
方
を
説
明
し
ま
す
が
、
新

鮮
な
米
ぬ
か
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
り
、
朝
食
後
に
ス

プ
ー
ン
大
さ
じ
一
杯
を
目
安
に
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

米
ぬ
か
を
炒
る
こ
と
で
腐
敗
し
に
く
く
な
り
、
長

期
保
存
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

米
ぬ
か
を
食
べ
る
こ
と
で
ガ
ン
や
糖
尿
病
の
予
防

効
果
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
疲
労
を
回
復
し
た
り
便

秘
を
解
消
し
た
り
と
い
っ
た
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、米
ぬ
か
に
含
ま
れ
る
「
セ
ラ
ミ
ド
」
に
は
、

保
湿
効
果
が
あ
り
、
米
ぬ
か
に
豊
富
に
含
ま
れ
る
脂

肪
は
肌
の
汚
れ
を
落
と
し
、
脂
肪
分
を
補
う
の
で
肌

を
す
べ
す
べ
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
効
果

を
期
待
す
る
な
ら
、
ぜ
ひ
毎
日
食
べ
続
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
７
年
前
よ
り
食
し
て
お
り
、
元
気
は
つ
ら

つ
で
若
返
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
炒
っ

た
米
ぬ
か
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き
瓶
に
入
れ
て
食
卓

に
常
備
し
て
い
ま
す
。

　

電
友
会
の
み
な
さ
ん
！
子
供
、
孫
に
極
力
、
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
健
康
で
日
々
を
過
ご
す
こ
と

は
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
ぜ
ひ
、
米
ぬ
か
を
食
べ
て
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

◎
米
ぬ
か
の
作
成
方
法

　

１　

精
米
し
て
す
ぐ
（
夏
場
は
１
日
、
冬
場
は
１

週
間
以
内
）
の
新
鮮
な
米
ぬ
か
（
き
め
こ
ま
か

い
網
ザ
ル
で
不
純
物
を
取
り
除
く
）
を
用
意
す

る
。

　

２　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
１
の
米
ぬ
か
を
入
れ
、
中
火

健
康
の
ペ
ー
ジ

《愛車？トラクターで耕田する田中さん》
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で
３
～
５
分
ほ
ど
炒
る
。（
焦
が
さ
な
い
こ
と
）

雑
菌
を
滅
菌
さ
せ
、
長
期
保
存
が
可
能
に
、
こ

れ
を
保
存
瓶
な
ど
に
入
れ
食
卓
に
常
備
し
て
お

く
。

　

３　

食
べ
る
目
安
は
、
朝
食
後
に
ス
プ
ー
ン
大
さ

じ
一
杯
を
牛
乳
、
お
茶
等
で
食
べ
る
。

　

因
み
に
、
玄
米
30
ｋ
ｇ
で
６
ヵ
月
分
の
米
ぬ
か
が

と
れ
ま
す
。

☆
　
更
正
保
護
活
動
を
通
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
社
会
貢
献
活
動

羽
藤　

キ
ミ
子
（
愛
媛
県
）

１
．
は
じ
め
に
（
キ
ッ
カ
ケ
等
）

　
　

私
は
昭
和
60
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
後
間
も
な
く

地
元
の
更
正
婦
人
会
会
長
さ
ん
か
ら
「
入
会
し
、

手
伝
っ
て
欲
し
い
」
と
、
会
の
趣
旨
や
現
状
に
つ

い
て
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　
　

当
時
、
主
人
は
中
学
教
師
で
教
科
指
導
に
も
生

徒
指
導
に
も
熱
心
に
取
組
み
、
特
に
生
徒
問
題
で

は
地
域
や
学
校
か
ら
の
深
夜
の
電
話
に
も
出
向
き

「
解
決
し
た
」
と
喜
び
の
帰
宅
姿
に
心
を
撫
で
お

ろ
し
畏
敬
の
念
さ
え
覚
え
、
私
も
将
来
性
の
あ
る

子
供
達
の
た
め
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と

が
出
来
る
な
ら
と
心
し
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

２
．
苦
労
し
た
こ
と
等

　
　

苦
労
と
思
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の「
挨
拶
運
動
」「
声
か
け
運
動
」

を
呼
び
か
け
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
若

い
方
々
の
反
応
が
気
に
な
り
ま
す
。

３
．
よ
か
っ
た
こ
と
等

　

⑴　

元
中
学
校
教
師
の
主
人
は
、
退
職
後
も
地
元

の
中
学
生
や
高
校
生
に
服
装
や
言
動
に
高
い
関

心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

そ
の
主
人
が
、
あ
る
日
、
下
校
中
の
四
人
組

の
中
学
生
を
我
が
家
に
招
き
入
れ
、
一
人
一
人

の
顔
を
見
な
が
ら
笑
顔
で
握
手
を
し
て
い
ま
し

た
が
Ａ
君
の
前
で
は
「
馬
鹿
者
！
」
と
厳
し
い

一
喝
を
し
、「
親
に
貰
っ
た
顔
を
粗
末
に
す
る

な
！
外
観
で
は
な
く
中
身
で
勝
負
せ
よ
！
」
と

叱
り
つ
け
、
翌
日
か
ら
自
宅
で
勉
強
を
教
え
な

が
ら
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

い
つ
の
間
に
か
Ａ
君
の
眉
も
生
え
、
き
り
っ

と
し
た
「
い
い
顔
」
に
な
っ
て
、
私
に
「
真
面

目
に
頑
張
り
社
長
に
な
り
ま
す
」
と
振
り
返
る

笑
顔
が
私
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

以
来
、
Ａ
君
と
ど
こ
で
あ
っ
て
も
声
を
掛
け

ら
れ
「
い
い
笑
顔
」
を
見
せ
て
く
れ
、
ま
た
、

Ａ
君
の
祖
母
か
ら
も
会
う
度
に
「
奥
様
と
先
生

の
お
陰
で
す
」
と
感
謝
の
声
を
か
け
て
頂
き
ま

す
。

　

⑵　

私
た
ち
夫
婦
に
は
多
く
の
子
供
た
ち
と
の
交

流
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
人
が
時
季
に
な

る
と
「
タ
ケ
ノ
コ
」
を
必
ず
届
け
て
く
れ
る
子

が
い
ま
す
が
、
そ
の
筍
を
み
て
「
子
供
は
タ
ケ

ノ
コ
」
成
長
し
た
ら
竹
の
よ
う
に
「
そ
れ
な
り

に
節
を
持
っ
た
人
物
に
な
る
」
と
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
思
い
起
こ
し
、
嬉
し
く
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

４
．
今
後
に
つ
い
て

　
　
「
日
本
赤
十
字
」
に
所
属
し
て
い
る
私
は
、
地

域
の
「
自
治
会
」
や
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
に
も
所
属

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
主
旨
に
沿
っ
て
努
力
し

て
い
ま
す
。
お
陰
で
い
い
勉
強
に
な
り
、
そ
れ
な

り
の
恩
恵
に
も
浴
し
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
老
齢
の
私
に
は
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
受
け
入
れ
、

過
剰
意
識
せ
ず
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
地
域
の
中

で
性
別
・
年
齢
の
老
若
は
問
わ
ず
共
々
に
ご
協
力

を
頂
き
、
私
な
り
に
「
自
治
会
活
動
」
市
の
「
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
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リ
ー
ン
活
動
」に
も
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、「
更
正
保
護
活
動
」
に
お
い
て
も
、
他

の
活
動
と
は
違
い
重
い
責
任
を
覚
え
な
が
ら
、
仲

間
と
一
緒
に
な
っ
て
、
県
内
外
の
施
設
訪
問
・
親

子
の
ひ
ろ
ば
・
ミ
ニ
集
会
・
街
頭
パ
レ
ー
ド
等
々
、

社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
明
る
い
社

会
を
作
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　

ど
こ
ま
で
出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
気
持

ち
だ
け
は
、
エ
ン
ド
レ
ス
で
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
昨
年
入
会
さ
れ
た
方
を
中
心
に
近
況
を

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

◇　

安
藤　

秀
樹　
（
観
音
寺
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

感
じ
た
こ
と
の
な
い
時
の
流
れ
に
身
を
置
き
、

日
々
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
は
、
日
付
と
曜
日
を
再
認

識
。
時
計
か
ら
流
れ
る
時
報
に
、
す
で
に
過
去
と
な

っ
た
日
常
が
、
時
に
、
脳
裏
を
走
る
。
今
は
そ
ん
な

現
状
を
、
心
地
良
く
受
け
入
れ
、
い
ろ
ん
な
自
分
を

演
じ
て
み
た
い
と
も
思
う
。
時
に
は
フ
ァ
ー
マ
ー
、

時
に
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
、時
に
は
ア
ス
リ
ー
ト
、

時
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、時
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

時
に
は
云
々
・
・
。

　

さ
て
！
今
日

は
何
を
演
じ
よ

う
か
、
ま
ず
は

新
聞
を
読
ん
で

か
ら
・
・　

一
日
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

◇　

池
川　

良
徳　
（
東
温
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

元
気
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
が
腰
痛
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。
何
か
い
い
治
療

法
が
あ
れ
ば
教
え
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

退
職
後
は
、
家
庭
菜
園
を
本

格
的
に
手
掛
け
野
菜
の
自
給
自

足
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
秋
野
菜
、

冬
野
菜
の
種
ま
き
や
、
苗
の
植
え
付
け
に
追
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
長
雨
で
思
い
通
り
に
い
き
ま
せ
ん
。
近

所
の
人
に
何
だ
か
ん
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
楽
し

く
や
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
な
ど
を
育
て
て
作
る
喜
び

を
知
り
ま
し
た
。

　

◇　

池
畠　

良
信　
（
高
知
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

47
年
間
プ
ラ
ス
１
年
間
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
生
活
を
終
え

て
、
早
や
５
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
や
っ
と
毎
日
が

日
曜
日
の
生
活
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

毎
週
の
孫
の
サ
ッ
カ
ー
応
援
と
、
た
ま
の
魚
さ
ん

と
の
お
遊
び
、
Ｔ
Ｖ
・
読
書

の
毎
日
で
す
。
間
も
な
く
船

釣
り
の
好
シ
ー
ズ
ン
で
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
、
７
回
目
の
メ
ス

入
れ
が
10
月
に
予
定
さ
れ
、

ち
ょ
っ
と
の
間
お
預
け
に
な

り
ま
し
た
。
毎
日
の
１
時
間

私
は
今

《仲間と一緒に街頭パレード中の羽藤さん》

毎年出場している丸
亀ハーフマラソン
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の
散
歩
に
努
め
、
健
康
に
留
意
し
て
８
回
目
は
遠
慮

し
た
い
で
す
ね
。

　

◇　

江
岡　

忠
博　
（
土
庄
町　

Ｈ
26
年
退
）

　

退
職
し
て
一
年
と
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
退
職
後
は
楽
農
（
楽
し
く
楽

な
農
業
）
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

　

棚
田
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
29
ア
ー
ル

栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
田
植
後
は
鹿
・
イ
ノ
シ
シ
と

悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
台
風
も
影
響
し
ま

す
。
楽
農
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
で
す
。
苦
農
し
て

い
ま
す
。
で
も
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

下
手
な
ゴ
ル
フ
も
皆
に
会
え
る
の
が
楽
し
み
で
、

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
競
技
観
戦
も

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

◇　

榎
戸　

武
志　
（
松
山
市　

Ｈ
11
年
退
）

　

昨
年
３
月
最
後
の
退
職
、
し
ば
ら
く
余
暇
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
が
、
英

会
話
サ
ー
ク
ル
に
誘
わ

れ
週
１
回
参
加
、
そ
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
ギ
タ
ー

サ
ー
ク
ル
に
誘
わ
れ
、

ま
た
そ
の
一
員
か
ら
他
の
サ
ー
ク
ル
に
誘
わ
れ
、
今

で
は
土
日
は
テ
ニ
ス
、
他
の
日
は
４
つ
の
サ
ー
ク
ル

参
加
と
、
何
も
な
い
の
は
火
曜
日
だ
け
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
７
月
に
は
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
デ
ビ
ュ
ー
、
老

人
の
大
き
な
歌
声
に
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
、
長
く

慰
問
出
来
る
よ
う
健
康
に
気
を
付
け
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

◇　

喜
田　

啓
一　
（
高
松
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

入
社
し
た
頃
、
定
年
に
な
る
と
悠
々
自
適
の
生
活

か
と
勝
手
に
思
っ
て
い
た
が
、
と
ん
で
も
な
い
妄
想

で
、
65
才
の
今
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
親
の
世
話
、
孫
の

子
守
（
妻
か
ら
は
た
い
し
た
事
は
し
て
な
い
と
言
わ

れ
る
が
）
等
、
結
構
忙
し
い
毎
日
で
す
。

　

趣
味
は
若
い
頃
を
思
い
出

し
カ
メ
ラ
、
登
山
、
ギ
タ
ー

を
ま
た
始
め
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

セ
ミ
ナ
ー
や
軽
音
楽
系
の
コ

ン
サ
ー
ト
へ
よ
く
出
か
け
て

ま
す
。

　

庭
の
片
隅
で
作
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
「
じ
い
ち
ゃ
ん

お
い
し
い
」
と
孫
が
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、
毎
年
続

け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

國
分　

祐
三　
（
松
山
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

趣
味
の
「
水す

い

石せ
き

」
で
、
楽

し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
始
め
て
、
も
う
30
年
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。

　

車
と
同
じ
で
、
人
間
も

年
々
ガ
タ
が
き
ま
す
が
、
廃

車
に
な
ら
ず
健
康
で
長
生
き

し
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
川
原
等
で
石
を
探
し
、
足
腰
を
丈
夫
に
し
、

ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
石
に
台
座
を

つ
け
る
作
業
は
彫
刻
刀
等
を
使
う
こ
と
で
、
ボ
ケ
防

止
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

仲
間
と
「
八は

っ

石せ
き

之
会
」
を
結
成
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
、
大
歓
迎
で
す
。
ご
連
絡
を
！

　

０
８
９

－

９
２
３

－

８
８
６
６　

國
分
方

　

◇　

佐
伯　

啓
悟　
（
松
山
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

私
は
、
松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
の

研
修
イ
ク
じ
い
・
ば
あ
ば
マ
マ
養
成
講
習
会
を
、
先

月
修
了
し
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
小
学
低
学
年
の
世
話
を
す

る
仕
事
で
す
。「
元
気
な
う
ち

は
何
か
し
な
け
れ
ば
」
と
思
い
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修
了
し
ま
し
た
が
、
こ
の
後
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
に
は
、
気
が
向
い
た
ら
歩
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
暮
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

神
野　

恒
男　
（
新
居
浜
市　

Ｈ
２
年
退
）

　

私
は
82
才
と
８
ヵ
月
。
40
年
間
お
世
話
に
な
っ
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
早
や
25
年
余
り
、
月
日
の
経
過

の
早
さ
と
現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
業
態
の
様
変
わ
り
に
驚

く
と
同
時
に
、
古
き
良
き
時
代
に
勤
め
さ
せ
て
頂
い

た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

傘
寿
を
過
ぎ
る
と
ご
多
聞
に
も
れ
ず
足
腰
の
衰
え

は
日
ご
と
に
進
行
し
ガ
タ
ガ
タ
・
・
。
そ
れ
で
も
子

や
孫
に
囲
ま
れ
先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ
少
し
ば
か
り

の
田
畑
の
管
理
に
無
理
の
な
い
程
度
に
ボ
チ
ボ
チ
と

や
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
一
年
生
で
す
が
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

◇　

高
橋　

英
二　
（
西
条
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

退
職
か
ら
早
く
も
１
年
半
、
お
陰
様
で
体
調
を
崩

す
こ
と
な
く
元
気
に
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

今
は
天
気
を
見
な
が

ら
、
米
と
季
節
づ
く
り

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
出
来
た
野
菜
な
ど
は
友
人
・

知
人
に
お
す
そ
分
け
す
る
事
も
。

　

ま
た
、
作
業
の
な
い
日
は
長
年
の
趣
味
で
あ
る
オ

ー
デ
ィ
オ
で
「
よ
り
い
い
音
の
再
生
」
を
目
指
し
、

同
好
の
友
人
達
と
楽
し
み
な
が
ら
徐
々
に
で
す
が
改

善
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
最
近
は
そ
の
影
響
で
ア
ナ

ロ
グ
レ
コ
ー
ド
（
ジ
ャ
ズ
）
を
聴
く
機
会
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

　

◇　

竹
内　

正
男　
（
須
崎
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

退
職
し
て
１
年
が
過
ぎ
、
現
在
は
“
夫
婦
円
満
”

妻
の
夫
源
病
対
策
と
し
て
、
地
元
の
桑
田
山
温
泉
で

パ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
色
々
な
お
客
様
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
の
で
、
ボ
ケ
防
止
に
も
な
り

ま
す
。

　

泉
質
に
優
れ
、
浴
し
て
は
切
り
傷
、
皮
膚
病
、
神

経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
等
に
効
能
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
「
時
間
と
お
金
」
に
余
裕
の
あ
る
電
友
会
会
員
の

皆
様
も
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

終
わ
り
に
、
亭
主
元
気
で
留
守
が
良
い
（
笑
）。

　

◇　

田
村　
　

博　
（
佐
川
町　

Ｈ
14
年
退
）

　

契
約
社
員
に
な
っ
て
か
ら
、
高
知
県
主
催
の
商
人

塾
に
参
加
し
、
農
商
工
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
、中
山
間
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、

あ
る
植
物
を
栽
培
し
加
工
す
る
こ
と
に
よ
り
地
場
産

業
と
し
て
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

先
般
ま
で
は
、
農
業
創
造
セ
ミ
ナ
ー
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
取
得
に
向
け
た
講
座
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
場
の
若
者
達
と
意
見
交
換
す
る
こ
と

に
よ
り
、
活
力
あ
る
“
い
き
い
き
人
生
”
の
シ
ニ
ア

モ
デ
ル
を
確
立
し
た
い
と
奮
闘
中
で
す
。

　

◇　

都
築　

八
紘　
（
八
幡
浜
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

多
趣
味
な
私
で
す
が
、
一
番
は
、
や
は
り
書
道
で

す
か
ね
。
県
展
や
八
幡
浜
市
文
化
協
会
で
の
お
世
話

や
交
通
安
全
協
会
書
記
の
仕
事
も
少
し
あ
り
、
他
に

も
山
岳
写
真
・
陶
芸
・
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
等
あ
げ

れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
も
体
力
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
ね
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
水
泳
も
し
な
が
ら
、
筋
力
維
持
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
の
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
な

が
ら
惚
け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
す
。

　

ま
た
、
懇
親
会
等
で
皆
と
会
い
、
話
な
ど
出
来
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
ま
す
。

　

◇　

直
井　

敏
彦　
（
丸
亀
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

私
の
住
む
丸
亀
市
金
倉
町
は
宅
地
化
が
進
ん
で
ま

－12－
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す
が
、
新
し
い
住
民
は

殆
ど
自
治
会
に
入
り
ま

せ
ん
。
会
費
が
高
い
、

行
事
が
多
い
等
で
敬
遠

さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
農
家
は
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
進

み
、
社
寺
や
祭
り
の
維

持
・
継
続
が
難
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
入
っ

て
貰
え
る
自
治
会
を
目
指
し
て
、
経
費
の
節
減
や
時

間
の
効
率
化
に
取
り
組
始
め
ま
し
た
。
退
職
し
て
役

員
を
頼
ま
れ
た
自
治
会
の
仕
事
が
今
一
番
の
関
心
事

で
す
。
経
験
の
あ
る
方
、
是
非
教
え
て
下
さ
い
。
み

か
ん
農
家
と
歴
史
の
物
書
き
も
始
め
た
の
で
、
現
役

な
み
に
多
忙
で
す
。

　

◇　

畑
山　

賀
世
子　
（
高
知
市　

Ｓ
45
年
退
）

　

昨
年
主
人
が
亡
く
な
り
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
折

に
触
れ
元
気
だ
っ
た
頃
の
主
人
を
思
い
出
し
、
淋
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
ほ
ど
前
に
両
膝
を
骨
折
し
、
杖
が
離
せ
な
い

生
活
で
す
が
、
近
く
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
週
二
日
通

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
色
々
な
運
動
器

具
が
あ
り
、
デ
イ
の
職
員
さ
ん
は
、
皆
優
し
く
、
朗

ら
か
な
方
ば
か
り
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
達
と
話
を
す
る
こ
と

で
淋
し
さ
を
忘
れ
る
こ
と
も
出
来
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑

張
り
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

◇　

畠
山　
　

博　
（
高
知
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

種
々
な
野
菜
が
植
え
ら
れ
た
畑
を
思
い
浮
か
べ
、

退
職
当
時
は
、
少
し
の
ん
び
り
し
て
畑
に
精
を
出
す

つ
も
り
が
、
未
だ
に
の
ん
び
り
し

た
ま
ま
。
腰
ま
で
あ
る
雑
草
を
疎

ま
し
く
横
目
に
し
て
、
ま
た
次
の

日
に
と
思
っ
て
い
る
う
ち
、
見
な

か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
で
、
趣
味

の
釣
行
に
邁
進
中
。

　

◇　

原
田　

明
彦　
（
松
山
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

退
職
し
て
１
年
３
ヵ
月
。
何
か
を
始
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
う
ち
に
、も
う
す
ぐ
64
歳
を
迎
え
ま
す
が
、

体
の
動
く
う
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
か
な
と

考
え
て
い
ま
す
。
近
所
に
も
同
様
の
方
が
お
り
共
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
軽
作
業
も
同
時
に
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
活
動
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

退
職
し
て
か
ら
新
た
な
仲
間
が
出
来
て
、
色
々
な

考
え
方
に
接
し
て
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

◇　

福
本　

博
之　
（
勝
浦
町　

Ｈ
26
年
退
）

　

退
職
後
、
家
業
の
農
業
を
継
い
で
い
ま
す
。
温
州

ミ
カ
ン
と
ハ
ウ
ス
す
だ
ち
が
メ
イ
ン
で
す
。
農
業
は

や
っ
て
い
る
と
楽
し
い
。
病
害
虫
予
防
、
雑
草
対
策

と
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
収
穫
時
の
喜
び
は

ひ
と
し
お

4

4

4

4

で
す
。

　

近
く
の
産
直
市
へ
も
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、
お
客

さ
ん
が
「
ミ
カ
ン
う
ま
か
っ
た
ヨ
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
う
れ
し
い
も
の

で
す
。
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
土
い
じ
り

は
自
分
に
向
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
旨
い
空
気
と
緑

に
囲
ま
れ
て
、
生
き
て
い
る
実
感
を
感
じ
な
が
ら
、

今
日
も
畑
へ
出
て
い
ま
す
。

　

◇　

正
木　

活
二　
（
高
知
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

元
気
で
す
。
規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
て
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

◇　

松
田　

久
治　
（
宇
和
島
市　

Ｈ
21
年
退
）

　

２
月
の
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
て
、
痛
め
た
足

を
治
療
し
な
が
ら
軽
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い

家族と一緒に退職記念ホームコンサート
（H27.2.28）
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ま
す
。

　

66
才
の
「
に
わ
か

ラ
ン
ナ
ー
」
が
、
４

時
間
で
走
れ
る
と
思

い
、
初
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ど

っ
こ
い
42
キ
ロ
の
遠
い
こ
と
。
途
中
で
完
走
は
無
理

と
あ
き
ら
め
か
け
ま
し
た
が
、
孫
が
ゴ
ー
ル
地
点
で

待
っ
て
い
る
の
で
必
死
で
走
り
、
５
時
間
半
で
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。
何
と
か
な
る
も
の
で
す
。
空
手
も
挑

戦
中
で
す
。
残
り
20
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
あ
る
の
み
。

　

◇　

松
本　

増
男　
（
土
佐
清
水
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

契
約
社
員
を
終
え
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
退
職

後
１
年
間
は
何
も
せ
ず
ノ
ン
ビ
リ
過
す
こ
と
に
決
め

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
が
な
い
た
め

か
、
そ
の
ま
ま
気
楽
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
は
好
き
な
読
書
の
時
間
を
タ
ッ
プ
リ
手
に
入
れ

て
満
足
感
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
体
を
使
う
こ
と
が
少

な
い
の
で
毎
日
夕
方
１
時
間
ほ
ど
カ
ミ
さ
ん
と
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
が
、
港
周
辺
を
歩
い
て
い

る
と
、
知
人
か
ら
魚
を
貰
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

ん
な
時
は
つ
い
晩
酌
が
増
え

た
り
し
て
・
・
。

　

◇　

横
内　

重
夫　
（
東
京
都　

Ｈ
21
年
退
）

　

平
成
21
年
に
退
職
後
、
東
京
の
通
信
建
設
会
社
で

６
年
間
勤
務
し
、
今
年
の
５
月
か
ら
小
規
模
会
社
に

勤
め
て
い
ま
す
。
再
就
職
後
は
民
需
の
新
規
事
業
に

携
わ
っ
て
い
る
関
係
か
ら
か
「
身
」
は
幾
分
衰
え
つ

つ
も
「
心
」
は
若
く
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
旺
盛
で
す
。

　

ま
た
、
仕
事
の
オ
ン
・
オ

フ
は
明
確
に
切
り
分
け
、
月

～
金
の
夜
は
趣
味
、
土
日
は

家
族
サ
ー
ビ
ス
、
春
と
夏
の

長
期
休
暇
は
南
太
平
洋
の

島
々
で
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
か
、
人
の
少
な
い
僻
地
の
世

界
遺
産
め
ぐ
り
で
す
が
、
ツ
ア
ー
で
な
く
個
人
手
配

の
旅
な
の
で
安
全
を
含
め
て
中
々
大
変
で
す
。

　

◇　

脇　
　

秀
行　
（
丸
亀
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

今
年
４
月
に
退
職
し
、
ゴ
ル
フ
・
旅
行
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
、
第
二
の
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

竹
婦
人
夢
で
逢
い
た
い
過
去
の
人	

石
の
花

ゆ
る
ゆ
る
と
風
に
吹
か
れ
し
案
山
子
か
な	

泉

山
肌
の
全
面
染
め
し
よ
ひ
ら
か
な（
四
葩
）	

扇

借
景
は
紫
雲
の
山
や
松
の
花	

髙　

越

子
ら
帰
り
居
間
広
々
と
法
師
蝉	

そ
ら
ま
め

行
く
末
や
心
に
懸
る
露
曇
り	

旅　

風

さ
り
げ
な
く
会
話
途
切
れ
し
ソ
ー
ダ
水	

哲　

朗

大
輪
の
椿
ポ
ト
リ
と
散
る
哀
れ	

菜
の
花

友
よ
り
の
桃
と
ど
き
た
る
夕
べ
か
な	

浩　

風

海
風
に
舞
っ
て
は
消
ゆ
る
春
の
雪	

媛　

香

水
を
打
つ
静
か
な
露
地
に
風
ひ
と
つ	

べ
い
こ
う

共
白
髪
元
気
味
あ
う
桜
餅	

峰　

生

	

（
責
任
者
）山
岡
郁
夫

第
１
７
１
号
の
お
詫
び
と
訂
正

　

藤
田
久
隆
様
の
写
真
を
二
川
俊
昭
様
の
近
況

報
告
欄
に
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

俳 

句

「
若
草
句
会
」（
愛
媛
）
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☆　

瑞
宝
単
光
章
　
松
木　

旬
平 

様
（
高
知
市
）

Ｈ
27
・
５
・
13
逝
去

☆　

瑞
宝
単
光
章
　
高
川　

昭
夫 

様
（
松
山
市
）

Ｈ
27
・
６
・
２
逝
去

　

記
録
的
な
猛
暑
の
夏
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
過
ご
し
や

す
く
な
り
、
行
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
に
最
適
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
体
調
を
整
え
、
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
故
人
の
お
名
前
）（
逝
去
年
月
日
）（
享
年
）（
生
前
居
住
地
）

　
（
愛
媛
県
）

岩
崎　

豊
武　

様　

27　

6　

8　

87　

松
山
市

三
木　

俊
男　

様　

27　

7　

9　

90　

松
山
市

久
保　

重
経　

様　

27　

7　

10　

86　

大
洲
市

曽
我
部
彰
三　

様　

27　

7　

12　

83　

松
山
市

山
崎　

宗
春　

様　

27　

7　

28　

80　

松
山
市

嶋
田　

員
雄　

様　

27　

7　

29　

83　

松
山
市

星
合　

信
宏　

様　

27　

7　

29　

89　

松
山
市

高
橋　

佳
子　

様　

27　

8　

6　

83　

新
居
浜
市

玉
井　
　

弘　

様　

27　

8　

11　

81　

松
山
市

神
中　

静
夫　

様　

27　

8　

20　

74　

松
山
市

蝶
野　

尚
生　

様　

27　

8　

23　

78　

松
山
市

谷
岡　

顕
伸　

様　

27　

8　

25　

70　

伊
予
市

二
宮　

邦
昭　

様　

27　

9　

12　

73　

大
洲
市

山
本　

省
三　

様　

27　

9　

12　

85　

松
山
市

神
野　
　

正　

様　

27　

9　

13　

90　

松
前
町

吉
見　

洋
子　

様　

27　

9　

16　

84　

西
予
市

竹
内　

睦
明　

様　

27　

9　

23　

77　

八
王
子
市

　
（
香
川
県
）

佐
々
徳
太
郎　

様　

27　

6　

27　

90　

坂
出
市

三
浦　

典
一　

様　

27　

7　

13　

87　

高
松
市

平
田　

美
博　

様　

27　

8　

14　

87　

さ
ぬ
き
市

　
（
徳
島
県
）

島
田　

末
義　

様　

27　

7　

25　

92　

牟
岐
町

都
築　

司
郎　

様　

27　

7　

28　

84　

阿
波
市

細
川　

和
彦　

様　

27　

8　

11　

70　

徳
島
市

村
本　

憲
一　

様　

27　

8　

28　

82　

吉
野
川
市

　
（
高
知
県
）

尾
崎　
　

勤　

様　

27　

7　

26　

92　

南
国
市

西
山
登
志
雄　

様　

27　

8　

4　

86　

高
知
市

山
崎　

郁
子　

様　

27　

8　

25　

77　

高
知
市

濱
田
美
佐
子　

様　

27　

9　

7　

86　

高
知
市

☆
瑞
宝
双
光
章
　
中
山
　
角
一 

様（
高
松
市
）

☆
瑞
宝
双
光
章
　
藤
田
　
利
夫 

様（
松
山
市
）

☆
瑞
宝
双
光
章
　
後
藤
　
道
晴 

様（
松
山
市
）

　

栄
え
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公
園
に
行
く
（
高
橋
慶
子
）

　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
「
か
わ
う
そ
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
が
『
の
い
ち
動
物
公
園
』
に
設
置
さ
れ
た
と

映
像
入
り
で
紹
介
さ
れ
た
。
ち
ょ
っ
と
思
い
つ
き
、

見
物
に
と
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
高
知
市
か
ら
30
分

で
着
き
、初
め
て
の
入
園
で
す
。
園
内
は
広
く
て
木
々

も
多
く
、
動
物
園
と
公
園
を
兼
ね
備
え
て
い
る
よ
う

…
、
だ
か
ら
、
動
物
園
じ
ゃ
な
く
動
物
公
園
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
動
物
た
ち
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

む
か
し
、愛
媛
の
『
と
べ
動
物
園
』
に
白
ク
マ
「
ピ

ー
ス
」
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
し
、
大
き
な
動

物
園
に
も
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
環
境
も
よ
く
、
癒
し
系
の
『
の
い
ち
』

も
な
か
な
か
い
い
な
ぁ
～
と
思
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、是
非
一
度
『
の
い
ち
動
物
公
園
』
の
「
か

わ
う
そ
」
や
「
ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ
」
に
会
い
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
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